
紡

校

克

服

に

常

習

で

醒
め
よ
‘
政
略
精
榊
に
！

弘
安
営
年
の
日
本
と
身
延
、
及
び
昭
和
現
代
の
門
下
と
日
本
と

を
問
問
擬
視
し
つ
L
．
宗
祖
の
諌
暁
精
神
に
鈍
慮
を
廻
ら
し
、
謹

結

核

克

服

に

首
り
て

昭
和
九
年
五
月
に
始
ま
っ
た
私
と
、
眼
に
見
え
ぬ
微
細
た
結
核

菌
と
の
死
闘
は
、
そ
れ
か
ら
二
年
六
ヶ
月
を
経
た
去
る
七
月
十
日

大
阪
市
立
刀
根
山
療
養
所
の
全
快
詮
明
を
以
て
一
先
づ
格
結
を
告

げ
た
。
私
を
知
る
人
々
の
凡
て
が
、
と
の
抗
争
の
成
行
を
悲
観
的

見
解
を
以
て
見
守
ら
れ
た
の
も
営
然
で
あ
っ
た
。
だ
が
結
果
は
私

に
凱
歌
が
附
躍
り
、
直
接
に
間
接
に
私
を
慰
撫
し
、
激
励
し
、
心
か

ら
私
の
恢
復
を
時
っ
て
下
さ
っ
た
人
K

の
限
り
な
き
御
厚
情
に
臆

へ
る
こ
と
が
出
来
た
。

人
生
に
於
け
る
最
も
華
k

し
い
青
春
期
の
約
三
ヶ
年
を
、
凡
そ

一O
八

み
て
所
信
を
披
涯
し
て
、
組
山
の
鳳
雛
建
に
贈
る
次
第
で
あ
る
。

昭
和
了
丑
秋

以
上

松

井

大

周

陰
惨
な
病
林
に
過
し
た
の
で
あ
る
。
幾
度
か
死
に
直
面
し
、
莫
大

な
犠
牲
を
梯
ひ
‘
筆
紙
に
聾
せ
ぬ
苦
情
を
嘗
め
た
病
生
活
は
、

こ

の
世
界
に
欄
れ
た
人
々
に
の
み
理
解
し
得
る
悲
情
な
る
境
地
で
る

り
・
顧
み
て
多
少
の
感
慨
を
禁
じ
得
な
い
。

特
殊
な
こ
の
世
界
に
渦
各
く
幾
多
の
問
題
の
中
に
は
、
主
口
々
｛
一
不

敬
徒
の
枇
合
的
役
割
に
鑑
み
て
、
極
め
て
往
日
に
値
す
る
問
題
が

砂
く
た
い
。
滋
自
身
の
個
人
的
闘
病
史
は
暫
く
措
き
・
最
も
示
唆

に
宮
む
と
認
め
た
問
題
の
一
部
を
如
賞
に
摘
記
し
て
・

一
隈
私
の

報
告
に
代
へ
ょ
う
。



。

現
代
の
結
核
攻
略
鞍
線
に
は
科
事
の
全
部
門
が
動
員
さ
れ
て
涙

ぐ
ま
し
い
儲
闘
を
続
け
て
ゐ
る
が
、
宗
敬
は
未
だ
銃
後
に
取
残
さ

れ
て
呆
然
と
之
を
見
送
っ
て
ゐ
る
。
尤
も
寓
病
唯
心
の
臓
を
押
立

て
た
類
似
宗
設
や
水
を
唯
一
の
武
器
と
す
る
伸
立
講
・
な
ん
と
い
ふ

連
中
が
、
傍
若
無
人
に
戦
線
に
跳
梁
し
て
は
ゐ
る
。
彼
等
は
敵
軍

の
性
質
や
そ
の
防
備
の
何
た
る
か
は
同
よ
り
、
之
を
議
へ
討
つ
味

方
の
用
兵
、
作
戦
己
が
本
共
の
宜
力
等
は
て
ん
で
御
存
じ
た
く
・

反
て
味
方
の
周
到
な
作
戦
行
動
を
防
害
し
、
さ
な
き
だ
に
長
期
に

亘
る
鞍
闘
を
長
引
か
し
‘
味
方
を
不
利
に
導
い
て
尚
得
々
と
し
て

ゐ
る
。
銃
後
の
山
一
不
敬
は
地
・
位
一
寸
の
行
過
ぎ
を
詰
り
・
彼
等
は
銃
後
の

宗
散
の
怯
儒
を
明
。
て
ゐ
る
。
棋
等
が
従
軍
の
意
同
及
び
そ
の
行

動
に
非
難
の
何
所
の
多
々
あ
る
は
費
言
す
る
ま
で
も
な
い
が
‘
狼

等
が
第
一
一
線
に
立
つ
事
が
果
し
て
行
過
ぎ
で
あ
ら
う
か
。
換
言
す

れ
ば
結
核
戦
線
に
闘
す
る
限
り
、
｛
一
部
救
は
そ
の
活
動
の
領
域
で
は

た
い
の
か
。
第
一
一
械
に
在
て
日
夜
悪
戦
苦
闘
す
る
将
兵
建
は
、
宗

殺
そ
の
も
の
L
活
動
を

E
ろ
思
っ
て
ゐ
る
だ
ら
う
か
‘
這
般
の
賞

結

核

克

服

に

常

り

て

情
bz如
賞
に
侍
へ
ょ
う
と
す
る
の
が
私
の
使
命
で
あ
る
。

。

今
現
に
皇
軍
は
支
那
全
土
に
そ
の
膚
懲
の
矛
を
進
め
、
幾
多
貴

き
犠
牲
者
を
出
し
て
ゐ
る
。
然
る
に
結
接
戦
の
犠
牲
者
も
殆
ど
大

部
分
が
春
秋
に
富
む
育
年
男
女
で
あ
る
点
、

一
脈
相
通
や
る
も
の

が
あ
る
。
結
核
征
戦
の
規
模
の
大
き
さ
と
そ
の
或
要
性
を
知
悉
す

る
上
に
於
て
、
此
病
死
者
と
、
賓
際
戦
投
の
陸
軍
犠
牲
者
と
比
較

す
る
の
も
極
め
て
印
象
的
で
且
つ
有
意
義
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

ム
陸
軍
戟
死
傷
死
病
死
者
組
数

日

清

役

一
九
、
八
七
一
人
（
約
二
ヶ
年
）

日

露

役

七
七
二
二
四
人
（
同

」J

満
洲
事
鑓

問
、
二

O
O人
（
約
ん
午
年
ト
見
倣
ス
）

ム
本
邦
登
ヶ
年
結
核
性
疾
忠
病
死
者
総
数

約
一
二

O
、C
O
O人

右
の
内
（
二

O
才

i
l
問
O
才
、
男
子
）

{({.) 

＝ハ、

0
0
0人
（
約
三
割
）

日
清
．
日
露
南
役
共
約
一
一
ヶ
年
を
要
し
た
の
で
、
各
登
ヶ
年
で

一O
九
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は
そ
の
字
数
で
‘
之
を
白
二

O
歳
宅
問

O
歳
男
子
萱
ヶ
年
間
死
亡

者
数
と
比
校
す
る
と
‘

日

清

役

約
一

O
、0
0
0人

日

露

役

約
三
八
、
五

O
O人

結

接

投

約
三
六
、

0
0
0人

由
之
観
之
、
そ
の
犠
牲
敢
に
於
て
、
日
清
役
の
約
三
位
h
b
て
満

州
事
務
の
約
阿
俗
字
、
乃
木
将
軍
を
し
て
山
形
改
ま
る
と
迄
嘆
ぜ

し
め
た
放
順
を
始
め
‘
各
地
の
戦
に
我
岡
市
民
前
の
犠
牲
者
を
出
し

た
日
露
戦
争
と
略
同
量
り
戦
争
が
、
毎
年
と
の
日
本
の
岡
土
に
於

て
繰
越
さ
れ
、
そ
の
都
度
‘
参
宮
内
六
千
の
批
丁
が
と
の
鞍
守
の
犠

牲
と
・
な
り
つ
L
あ
る
。
何
と
驚
く
ぺ
き
惨
害
で
は
あ
る
ま
い
か
。

而
も
と
の
戦
役
は
年
を
迫
ふ
て
往
々
棋
大
し
、
何
時
平
和
の
錆
が

鳴
る
べ
く
も
た
い
。
此
趨
勢
は
陸
軍
批
丁
検
蚕
に
敏
感
に
反
映
し

非
常
時
間
防
に
任
や
る
軍
営
局
を
狼
狽
ぜ
し
め
‘
所
前
保
健
衛
生

符
創
設
の
直
接
動
因
と
な
っ
た
と
と
は
、
諸
賢
の
知
ら
る
所
で
あ

ら
う
。
と
れ
で
は
皇
軍
構
成
の
基
礎
を
を
も
揺
せ
‘
闘
力
の
消
長

を
も
左
右
す
る
は
営
然
で
‘
そ
の
針
策
に
重
大
関
心
を
抱
く
ぺ
き

一一

O

は
濁
り
軍
部
の
み
で
よ
い
の
だ
ら
う
か
。
封
岸
の
火
事
み
た
い
に

呆
然
と
眺
め
て
ゐ
る
宗
救
が
‘
宜
は
最
も
此
の
戦
勝
に
役
立
つ
と

し
た
ら
、
必
然
的
に
長
期
戦
と
な
る
と
の
結
按
克
服
戟
に
、
門
外

漢
と
白
慰
し
て
ゐ
た
ん
一
五
設
が
、
貨
は
決
定
的
な
役
剖
を
演
や
る
も

の
と
し
た
ら
・
・
・
：
・
。。

世
に
は
精
神
力
、
信
念
等
の
立
入
る
隙
も
な
く
臨
時
に
死
に
到

る
疾
病
も
あ
れ
ば
、
長
期
に
亘
っ
て
勝
敗
の
決
せ
ら
れ
る
も
の
も

あ
る
。
慢
性
と
稀
す
る
も
の
が
後
者
に
属
し
、
そ
の
長
期
に
於
け

る
精
一
脚
力
の
如
何
が
大
い
に
そ
の
成
績
を
左
右
す
る
こ
と
は
想
像

に
難
く
あ
る
ま
い
。
と
L
に
初
め
て
宗
救
が
結
按
と
交
渉
を
持
つ

と
と
L
－
な
り
、
精
神
的
宗
救
的
領
域
が
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
此

疾
患
の
長
期
性
の
理
由
と
し
て
は
弐
の
こ
に
要
約
す
る
と
と
が
で

き
る
。↓
民
正
の
特
効
薬
の
絶
無
な
と
と
。
と
れ
は
営
然
な
こ
と
で

r

，‘、
あ
っ
て
、
若
し
も
誌
に
員
の
意
味
の
特
効
薬
が
存
在
し
た
な
ら
ば

全
世
界
数
子
高
の
病
者
を
立
所
に
救
済
し
‘
結
板
問
題
の
如
き
も



一
瞬
に
し
て
解
消
す
る
の
で
あ
る
が
、
結
接
菌
鷲
見
さ
れ
て
五
十

飴
年
、
全
世
界
利
率
者
の
心
血
を
注
げ
る
努
力
に
も
拘
ら
や
、
そ

れ
は
未
だ
と
の
地
上
に
は
現
れ
て
ゐ
な
い
。
秦
の
始
皇
帝
が
東
海

の
品
に
探
し
求
め
た
不
老
不
死
の
霊
薬
の
如
く
、
恐
ら
く
は
永
遠

に
出
現
し
た
い
で
あ
ら
う
と
い
ふ
の
が
科
筆
者
自
身
の
絶
望
的
嘆

山
骨
で
あ
る
。

二
現
在
唯
一
の
治
療
法
で
あ
る
サ
ナ
ト
リ
ア
ム
療
法
（
自
然

療
法
の
長
期
性
。

薬
物
を
以
て
し
て
は
不
治
の
業
病
で
あ
る
結
一
肢
も
、
と
の
自
然

療
法
に
依
る
限
り
、
最
も
確
…
貰
に
治
癒
し
得
る
疾
病
の
一
一
砲
と
た

る
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
此
療
法
の
性
質
上
、
征
職
は
必
然
的
に

長
期
に
豆
り
、
従
て
多
大
の
困
難
が
之
に
伴
ふ
の
で
あ
る
。
こ
の

サ
ナ
ト
リ
プ
ム
療
法
の
推
進
力
で
あ
り
、
と
の
療
法
の
不
可
欠
の

一
要
素
と
た
る
も
の
が
宗
救
で
あ
り
、
叉
と
の
療
法
の
上
に
於
て

の
み
宗
救
は
そ
の
澗
自
の
妙
用
を
期
待
し
侍
る
の
で
あ
る
。

で
は
サ
ナ
ト
リ
ア
ム
療
法
と
は
之
を
理
解
す
る
前
提
と
し
て
是

非
主
ハ
結
接
病
の
本
質
を
一
瞥
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

結

柊

克

服

に

賞

り

て

。

一
八
八
二
年
、
調
逸
の
コ
ツ
ネ
が
結
核
菌
を
殻
見
し
て
か
ら
従

来
謎
と
せ
ら
れ
た
紡
桜
の
正
休
が
、

一
一
間
の
惇
染
病
と
判
っ
た
。

十
地
に
於
て
チ
ブ
ス
、

コ
レ
ラ
等
一
般
侍
染
病
と
同
一
範
曜
と
し
て

扱
は
れ
、
従
て
輸
出
，
防
及
び
治
療
も
専
ら
制
菌
製
的
方
法
の
下
に
講

ぜ
ら
れ
て
、
此
傾
向
は
今
向
長
く
属
を
引
い
て
ゐ
る
。
だ
が
結
按

認
識
の
誤
謬
は
．

と
の
一
般
傍
染
病
と
同
一
蹴
す
る
屈
に
伏
夜
す

る
の
で
あ
る
o
即
ち
一
般
傍
染
病
で
は
感
染
は
同
時
に
琵
病
と
・
な

り
、
防
疫
は
専
ら
感
染
を
挫
け
れ
ば
い
え
る
が
、
結
核
に
於
て
は
感

染
は
同
時
に
護
病
と
な
ら
ぬ
と
い
ふ
よ
り
む
し
ろ
別
物
に
持
し
い

と
と
で
あ
る
。
結
按
菌
の
感
染
は
人
類
の
警
遍
的
現
象
で
、
と
の

地
上
に
棲
息
す
る
臥
り
何
人
も
そ
の
感
染
を
免
れ
る
と
と
は
不
可

能
だ
。
然
し
蛮
病
率
は
僅
か
に

2
%で
あ
る
と
い
ふ
現
象
は
、
結

一
核
病
に
於
て
は
感
染
が
護
病
の
主
要
成
閃
で
は
な
い
と
と
を
物
語

る
。
で
は
登
病
の
主
因
ぽ
何
か
。
身
心
極
度
の
過
努
に
依
る
体
内

抗
病
力
の
激
減
と
、
こ
れ
を
酪
成
し
た
生
活
環
境
の
如
何
が
そ
れ

で
あ
る
o
爆
弾
を
携
へ
た
便
衣
隊
が
既
に
誠
一
門
に
潜
伏
し
て
ゐ
る
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の
だ
。
身
心
雨
耐
の
過
労
を
自
他
供
に
強
請
す
る
青
春
期
に
、
使

衣
除
峰
・
起
の
悼
隙
が
生
や
る
可
能
性
が
多
い
の
は
蛍
然
で
あ
ら
う

日
疋
に
於
て
殻
防
及
び
治
按
の
原
理
が
確
立
す
る
の
で
、
市
も
そ

れ
は
全
く
同
一
で
且
ワ
極
め
て
簡
明
で
あ
る
。
即
ち
生
活
方
法
の

合
理
化
に
図
て
、
体
内
抗
病
力
を
し
て
常
に
結
接
菌
よ
り
優
位
に

保
持
し
そ
の
蜂
起
の
蹄
隙
な
か
ら
し
め
る
の
が
抽
出
防
の
要
諦
で
、

就
に
攻
撃
を
開
始
し
た
果
敢
な
る
結
按
菌
の
鋭
鋒
を
抑
へ
つ
つ
、

体
内
防
禦
力
を
し
て
紡
桜
川
胞
の
優
位
に
迄
強
化
す
べ
く
生
活
方
法

の
合
理
化
を
世
行
す
る
の
が
治
療
の
妙
用
で
あ
る
。

此
要
望
を
満
た
し
得
る
現
今
唯
一
確
貫
主
方
法
が
サ
ナ
ト
リ
ア

ム
控
法
で
あ
る
。
抗
病
力
の
低
減
に
因
る
全
身
的
疾
患
で
ふ
本
質

と
之
に
因
て
導
か
れ
る
潔
防
治
療
の
原
理
と
に
鑑
み
て
、
此

ト
リ
ア
ム
療
法
は
唯
一
の
治
療
法
で
あ
る
と
共
に
最
上
の
諜
防
法

で
も
る
り
、
更
に
最
も
安
全
な
綜
合
的
合
理
的
健
康
法
で
あ
り
、

一
扶
病
の
治
瞭
法
と
い
ふ
よ
り
む
し
ろ
健
康
的
生
活
法
に
近
い
と

い
ふ
と
と
で
あ
る
。
結
按
恢
復
と
共
に
健
康
長
需
の
生
活
法
を
舎

得
す
る
所
に
結
接
療
養
の
意
義
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

。

伸
明
及
の
ミ
イ
ラ
の
肺
臓
に
紡
接
病
跡
が
あ
る
所
よ
り
考
へ
て
結

一
桜
は
紀
元
以
前
よ
り
人
類
を
苦
し
め
来
っ
た
と
み
ゆ
る
。
が
、
と

の
恐
る
べ
き
毒
牙
よ
り
確
震
に
人
類
を
救
ひ
得
る
サ
ナ
ト
リ
ア
ム

療
法
の
歴
史
は
未
だ
僅
々
一
世
紀
に
満
た
た
い
。

A
7
よ
り
九
十
七

年
前
、
即
ち
一
八
二

O
年
英
闘
に
創
唱
さ
れ
、
濁
逸
、
米
固
に
て

修
補
大
成
さ
れ
今
日
の
完
成
を
見
る
ま
で
に
は
艶
多
先
覚
者
の
血

の
法
む
貴
い
努
力
が
梯
は
札
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

で
は
サ
ナ
ト
リ
ア
ム
療
法
と
は
如
何
。
五
日
々
の
身
体
内
に
は
、

何
等
監
療
に
依
ら
・
？
と
も
結
核
菌
を
包
闇
閉
塞
さ
せ
る
自
然
力
が

具
備
し
て
ゐ
る
と
と
が
解
剖
曲
学
上
立
詮
さ
れ
、
と
の
自
然
力
｜
｜

ナ

一
般
に
自
然
治
癒
力
、
又
は
自
然
良
能
力
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
｜
｜

を
推
進
強
化
す
る
事
に
依
て
治
癒
の
目
的
を
成
就
す
る
間
接
的
方

法
で

b
る
。
即
ち
病
勢
噌
思
の
凡
ゆ
る
原
因
を
除
去
し
・
身
体
の

安
静
に
依
て
病
菌
の
活
動
を
抑
制
し
、
新
鮮
な
戸
外
の
宰
集
中
に

生
活
す
る
事
に
伎
で
全
身
の
機
能
を
旺
ん
に
し
、
豊
富
た
る
滋
養

食
に
因
て
柴
養
の
恢
復
を
計
り
、
更
に
誼
営
の
時
期
に
至
っ
て
秩



序
的
運
動
に
依
て
体
力
を
鍛
へ
る
と
い
ふ
・

一
見
何
等
の
新
脊
も

－
な
い
平
凡
迂
遠
な
る
消
極
的
鞍
法
か
に
み
ゆ
る
。

病
勢
増
悪
の
凡
ゆ
る
原
因
、
安
識
の
効
巣
と
そ
の
方
法
、
新
鮮

清
純
な
る
空
気
と
は
如
何
、
而
し
て
と
の
空
気
を
霊
夜
間
季
を
通

じ
て
呼
吸
す
る
方
法
、
食
料
の
精
密
な
る
祭
養
撃
的
研
究
と
最
も

効
巣
的
な
掻
取
方
法
、
嵯
肢
の
危
険
を
挫
け
ワ
L
敢
行
す
る
運
動

の
種
類
と
方
法
、
更
に
日
光
浴
、
大
気
浴
．
各
種
強
健
法
、
健
康

的
住
居
設
備
の
研
究
、
各
種
不
快
・
な
る
症
献
を
除
去
す
る
封
症
築

物
．
療
法
の
研
究
等
、
凡
そ
動
員
し
得
る
凡
ゆ
る
方
法
に
亘
り
、

現
代
科
壌
の
精
髄
を
傾
け
て
驚
く
べ
く
精
一
伶
な
研
究
が
累
積
さ
れ

て
ゐ
る
o
之
に
依
て
蒸
摺
さ
れ
た
最
も
趨
切
有
効
た
方
法
を
質
行

に
移
し
つ
L
あ
る
道
場
が
サ
ナ
ト
リ
ア
ム
で
あ
る
。
候
へ
病
者
に

非
す
と
も
此
方
法
を
宣
行
す
れ
ば
休
力
向
上
に
者
効
を
牧
め
得
る

は
想
像
に
難
く
あ
る
ま
い
、
サ
ナ
ト
リ
ア
ム
に
之
を
事
や
る
病
者

が
、
果
し
て
と
の
科
撃
の
命
に
忠
震
で

b
り
、
科
壊
の
諜
告
白
す
る

好
成
績
を
堪
げ
つ
L
あ
る
で
あ
ら
う
か
。
前
記
刀
根
山
療
養
所

i

i
本
邦
最
古
最
大
の
公
立
療
養
川
、
入
院
患
者
約
登
千
人
、
設
備

結

妓

克

服

に

賞

り

て

に
於
て
ほ
ど
理
想
に
近
い
ー
ー
に
於
け
る
十
ヶ
月
に
亙
る
私
の
車

宮
た
る
見
聞
に
徴
す
る
限
り
‘
科
撃
の
懸
命
の
努
力
に
拘
ら
や
多

く
は
そ
の
約
束
と
期
待
と
を
裏
切
り
つ
L
あ
る
か
の
や
ろ
で
あ
る

科
畢
は
苦
戦
し
て
ゐ
る
。

。

一
見
し
て
わ
か
る
や
う
に
、
此
療
法
は
一
懇
に
敵
の
牙
城
を
街

い
て
、
立
所
に
敵
軍
を
蟻
減
す
る
と
い
ふ
日
本
人
向
き
の
連
戦
法

で
は
・
な
く
て
、
ク
リ

f
＼
と
敵
寧
を
暦
一
泊
し
つ
L
そ
の
牙
城
に
問

塞
し
、
城
の
周
囲
を
十
重
二
十
重
に
包
囲
し
て
．
徐
ろ
に
城
兵
の

自
滅
を
待
つ
と
い
ふ
兵
根
攻
め
的
長
期
戦
術
で
あ
る
。
世
界
庚
し

と
い
へ
ど
支
那
一
阜
の
向
負
す
る
如
く
、
長
期
戦
術
を
得
意
と
す
る

軍
隊
は
あ
り
得
ま
い
。
必
然
的
に
各
方
面
に
疲
弊
困
般
を
遮
増
す

る
か
ら
だ
。
自
然
療
法
が
短
時
日
を
以
て
は
寸
効
も
奏
せ
守
、
砂

く
と
も
登
ヶ
年
以
上
の
長
期
間
持
潰
し
て
初
め
て
偉
功
を
期
待
し

得
る
戦
法
で
あ
る
と
と
は
、
そ
の
各
種
の
武
器
に
服
し
て
明
瞭
だ
。

方
法
は
平
明
で
あ
り
‘
効
果
は
偉
大
で
あ
っ
て
も
、
之
を
質
行
に

移
し
、
究
極
の
勝
利
を
牧
め
得
る
に
は
‘
宜
際
上
絶
大
の
抑
制
難
を



紡

核

克

服

に

常

P

て

克
版
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
今
現
に
肉
を
蝕
み
臓
を
使
し
、
五
口
が
生
命

を
脅
か
し
つ

L
b
る
病
菌
の
猛
威
の
内
に
‘
こ
の
一
見
迂
遠
な
る

自
然
療
法
乞
以
て
冷
静
を
持
し
得
ゃ
う
か
。

科
皐
の
摘
出
言
乞
確
信
し
つ
t
A

も
、
焦
燥
の
念
は
如
何
せ
ん
。
而

も
敵
は
前
面
の
み
で
は
・
な
く
‘
溺
る
a
A

者
は
菜
を
も
掴
む
て
ふ
焦

燥
軽
信
の
病
者
の
心
理
に
付
け
入
て
凡
ゆ
る
誘
惑
の
魔
子
が
延
び

て
ゐ
る
。
偶
而
非
特
効
薬
、
特
殊
療
法
が
本
邦
金
新
聞
紙
に
年
蹴

算
問
百
官
同
国
の
虞
告
料
を
貢
ぎ
、
手
を
替
へ
品
b
L
蟹
へ
て
、
甚
し

き
は
皮
肉
に
も
自
然
療
法
の
仮
面
を
詰
っ
て
、
さ
な
き
だ
に
乱
れ

勝
ち
な
病
者
の
理
性
を
惑
鈍
す
る
。

『
僕
の
運
命
は
目
下
の
場
合
一
一
唄
山
坐
し
た
．
党
に
は
伴
K

た
る
一
脊

の
訟
の
如
き
希
望
も
・
な
い
で
は
・
な
か
っ
た
が
、
今
や
暗
雲
悲
風
前

路
を
翠
世
帯
す
る
よ
う
な
感
売
な
き
に
し
も
る
ら
や
だ
。
千
思
寓
量

－
な
ん
だ
か
無
暗
に
心
細
く
在
る
』
と
れ
は
檀
れ
の
海
外
四
間
接
を
登

ヶ
月
の
後
に
挫
へ
て
、
曙
血
の
病
床
よ
り
滴
逸
キ
l
ル
な
る
姉
崎

氏
に
詮
っ
た
樗
牛
の
書
信
の
一
簡
で
あ
る
。
之
は
濁
り
樗
牛
の
み

で
は
た
く
、
幾
十
高
青
年
男
女
の
感
概
で
あ
り
、
欝
勃
た
る
功
名

一
一
間

心
を
抱
き
つ
L
病
床
に
肢
は
る
若
人
に
取
て
、
移
り
鑓
る
凹
季
の

風
物
と
共
に
、
空
し
く
過
ぎ
て
ゆ
く
育
脊
の
流
れ
は
、
最
も
耐
え

難
き
苦
婦
で
あ
る
。
そ
の
間
掛
ふ
て
も
梯
ふ
て
も
、
ま
つ
は
り
来

る
死
の
影
像
は
、
絶
え
や
恐
怖
と
慎
悩
を
か
き
た
て
る
。
而
も
後

方
よ
り
詮
り
来
る
兵
糧
弾
袋
は
日
と
北
ハ
に
蒔
れ
ゆ
く
。
最
も
心
強

い
銃
後
の
精
一
J

的
慰
問
袋
は
途
絶
え
る
。
か
く
し
て
戟
棋
に
春
が

過
ぎ
夏
が
逝
い
て
粛
々
と
わ
た
る
秋
風
に
欣
々
た
る
幻
滅
の
胡
笛

を
．
斗
に
し
て
は
、
多
感
な
若
き
兵
士
山
連
は
‘
ど
う
し
て
心
の
安
崎

そ
持
し
件
ょ
う
。
サ
ナ
ト
リ
ア
ム
療
法
は
肉
体
の
安
諦
は
救
へ
て

も
心
の
安
績
は
設
か
な
い
。
物
質
皆
撃
に
立
脚
す
る
設
療
法
に
ど

ろ
し
て
心
の
安
揮
を
期
待
し
得
ょ
う
か
。
四
面
楚
歌
の
中
に
在
て

若
き
結
一
核
の
戦
士
建
は
、
敵
捕
に
傷
く
前
に
多
く
は
自
ら
精
神
的

に
艶
れ
て
ゐ
る
。
皆
皐
は
、
撫
然
と
し
て
之
を
見
諮
る
よ
り
外
は

な
い
の
で
あ
る
。
進
歩
的
皆
曲
学
者
の
『
病
気
そ
の
も
の
よ
り
、
そ

れ
を
苦
に
病
む
被
害
の
方
が
遣
に
大
な
る
も
の
が
あ
る
』
と
い
ふ

悲
痛
た
叫
替
を
外
に
、
現
代
皆
撃
は
、
サ
ナ
ト
リ
ア
ム
か
ら
と
の

心
の
安
静
b
L
聞
出
し
て
而
も
自
ら
苦
戦
し
て
ゐ
る
。
心
の
安
静
な



き出陣．

E
う
し
て
身
体
の
民
の
安
静
が
求
め
得
ら
れ
や
う
。
現
代

の
自
然
療
法
が
こ
の
重
大
な
一
面
を
等
閑
に
附
す
る
限
り
‘
幾
多

先
入
の
苦
心
の
結
晶
に
も
拘
ら
や
そ
の
本
来
の
妙
用
を
期
待
し
得

－
な
い
の
も
営
然
で
あ
る
。
さ
れ
ば
看
過
さ
れ
た
と
の
質
表
た
る
精

紳
的
領
域
の
開
拓
せ
ら
れ
た
時
が
自
然
療
法
完
成
の
翠
明
を
告
げ

る
時
で
あ
る
。

。

精
神
力
介
入
の
絵
地
な
き
か
に
見
ゆ
る
空
中
戦
に
於
て
す
ら
・

精
紳
力
が
如
何
に
偉
大
友
る
効
力
主
稜
揮
す
る
も
の
で
あ
る
か
は

今
共
事
費
の
明
詮
す
る
と
こ
ろ
だ
。
疾
患
に
抗
争
す
る
勇
気
を
喪

っ
た
者
に

E
う
し
て
最
後
の
勝
利
が
得
ら
れ
よ
う
。
既
に
結
核
症

の
本
質
を
知
り
自
然
療
法
の
要
領
を
知
悉
し
た
上
は
、
自
己
の
周

固
に
必
然
的
に
涌
起
す
る
凡
ゆ
る
精
神
的
責
底
を
．
長
期
に
豆
つ

て
反
捜
し
得
る
精
神
力
を
持
っ
か
否
か
ど
そ
の
全
成
績
に
決
定
的

役
割
を
有
つ
。
己
が
生
命
の
延
長
b
L
強
求
し
、
加
へ
ら
れ
る
危
害

よ
り
敢
然
と
之
を
護
ら
う
と
す
る
の
は
凡
ゆ
る
生
物
の
普
遍
的
本

能
で
所
謂
闘
病
心
は
何
人
も
之
を
具
有
し
て
ゐ
る
の
だ
が
、
と
の

結

核

克

服

に

嘗

P
て

草
な
る
闘
病
的
精
一
脚
力
を
以
て
し
て
は
．
結
接
の
如
き
長
期
重
厭
一

を
支
へ
得
べ
く
も
な
い
。
小
沼
井
不
太
唱
ふ
る
所
の
闘
病
術
［
－

ー
生
き
ん
と
す
る
意
志
｜
1
1
の
結
按
の
前
に
如
何
に
無
力
で
あ
っ

た
か
は
、
不
木
博
士
身
を
以
て
詮
明
す
る
所
で
あ
る
。
凡
そ
生
き

と
し
生
け
る
者
誰
れ
か
『
生
き
ん
と
す
る
意
志
』
無
き
も
の
が
あ

抗ら
しろ
得ぞ
る。

に而
はも

話ヰ
？寵
守的

主翼
主的

を詰
E，カ
詰古

志望
宮孟
サ期

昇基
'o Iζ 

〈
一
〉

死
の
脅
威
に
封
す
る
耐
久
性

（一一〉

凡
ゆ
る
親
難
に
封
す
る
能
動
的
弾
力
的
強
報
性

〈一ニ）

永
積
性

（
四
）

平
和
的
安
定
性

等。

凡
で
の
サ
ナ
ト
リ
ア
ム
療
法
賀
行
者
の
精
神
力
に
、
容
易
に
こ
れ

ら
の
要
件
を
注
入
し
得
る
方
法
が
あ
る
と
す
れ
ば
‘
心
の
安
静
も

立
所
に
宜
現
し
、
自
然
療
法
は
そ
の
所
期
の
偉
効
を
奏
し
、
時
ぐ

人
身
を
し
て
速
か
に
そ
の
惨
苦
よ
り
救
出
し
得
る
に
相
違
た
い
。

さ
れ
ば
生
死
解
股
の
遣
を
説
き
、
凡
ゆ
る
顛
難
に
慈
悲
の
蝿
手

を
敬
へ
、
永
遠
の
生
命
を
自
ら
の
内
に
明
し
、
現
賓
の
世
界
に
寂

一
一
五



結

核

克

服

に

震

P
て

光
の
相
を
示
し
て
安
心
立
命
を
興
へ
ん
と
す
る
宗
教
が
、
最
も
此

の
要
望
を
充
し
得
る
は
私
の
費
言
を
待
つ
ま
で
も
た
い
。

民
正
念
る
宗
教
が
よ
く
と
の
自
然
療
法
の
不
備
を
救
へ
ば
病
者

の
肉
体
的
快
復
と
共
に
精
神
的
新
生
を
も
期
待
し
得
ゃ
う
。
か
く

て
ん
一
不
敬
は
物
質
腎
皐
の
欠
陥
を
補
ひ
、
真
正
・
な
る
皆
曲
学
と
宗
敬
を

安
る
類
似
宗
教
の
謬
り
も
正
し
得
て
、
そ
の
枇
合
的
持
持
を
も
満

足
す
る
と
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

。

宗
殺
に
依
り
て
自
然
療
法
を
完
成
し
、
肉
休
的
快
復
を
期
す
る

と
共
に
‘
健
康
的
生
活
法
を
舎
得
し
、
更
に
陰
惨
の
病
体
を
持
じ

て
寂
光
の
賓
土
と
な
し
・
新
し
く
強
き
生
活
へ
の
推
進
力
を
獲
得

す
乏
の
が
、
結
接
療
養
の
意
義
で
あ
る
。

従
て
病
者
の
宗
教
へ
の
関
心
と
努
力
は
極
め
て
毘
撃
た
る
も
の

が
あ
り
、
形
式
的
宗
敬
は
到
底
絃
等
の
燃
ゆ
る
が
如
き
渇
望
を
浦

し
得
泣
い
の
み
な
ら
や
、
何
等
そ
の
精
神
的
支
柱
と
は
な
ら
な
い
。

樗
牛
の
日
蓮
上
人
研
究
も
俊
の
文
曲
学
的
興
味
よ
り
註
さ
れ
る
も
の

で
は
な
く
て
『
此
英
雄
の
生
涯
に
よ
り
否
等
の
弱
き
命
の
強
く
な

一
一
六

る
よ
う
に
』
即
ち
病
漸
く
重
く
、
多
年
憧
れ
の
海
外
留
曲
学
の
断
念

に
依
て
精
榊
的
支
柱
を
失
っ
た
彼
の
民
剣
な
る
宗
教
カ
へ
の
慾
求

の
現
れ
で
あ
る
。
か
く
て
宗
救
が
人
間
生
活
へ
の
強
き
力
を
興
ふ

る
限
り
、
永
へ
に
人
類
の
光
と
仰
が
れ
る
で
あ
ら
う
。

凡
そ
宗
敬
が
人
間
生
活
の
底
流
で
あ
る
以
上
、
如
何
な
る
部
門

に
も
そ
の
活
動
の
領
域
を
鷲
見
す
る
と
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
が

本
来
の
役
割
に
鑑
み
て
、
最
も
そ
の
開
拓
を
要
望
せ
ら
れ
、
最
も

そ
の
活
躍
を
期
待
し
得
る
新
分
野
の
一
つ
と
し
て
結
接
問
題
の
存

在
を
報
告
す
る
に
止
め
る
。
如
何
に
開
拓
す
べ
き
は
吾
等
の
共
に

考
ふ
ぺ
き
と
と
ろ
で
る
る
。
結
核
の
本
質
と
そ
の
療
法
の
輪
廓
を

詳
述
し
た
の
は
、
類
似
宗
教
の
轍
を
履
む
を
慎
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

と
の
粗
雑
な
る
報
告
が
、
国
家
的
問
題
化
し
つ
L
あ
る
結
按
に
封

す
る
諸
賢
の
再
認
識
へ
の
よ
す
が
と
た
り
得
れ
ぽ
正
に
望
外
の
欧

び
で
あ
る
。

筆
を
欄
く
に
あ
た
り
て
‘
護
病
以
来
限
り
な
き
御
厚
意
を
蒙
り

し
各
方
面
へ
衷
心
よ
り
感
謝
の
意
を
捧
令
。

－
昭
和
十
一
一
、
十
、
十
一
一
、
記

l


